
 松野町では、森林環境譲与税を活用し、令和５年度から「松野町木づかい推進事業」を開始。
 この事業は、松野町産材を使用して、積み木を作製し、町内の幼児へ贈呈する内容となっている。幼少期から木製品に親しむことで、

木の匂いや温もりを直接感じていく中で、身近な自然等に興味を持つことにより、将来的に林業へ関心を深めることを目的としている。

□ 事業内容
１ 松野町木づかい推進事業
・幼少期から木製品に親しむことで、木の温もりや木の良さを感じて、
身近な自然や森林等に興味を持つことにより、将来的に林業への関心
を深めることを目的として、積み木を贈呈するもの。

２ 積み木の作製
・町産材を使用して、積み木を作製。
【事業費】3,336千円（全額譲与税）
【実 績】180個作製

３ 松野町木づかい推進事業写真

愛媛県 松野町（町産材を活用した未就学児への積み木贈呈について）
木材利用・
普及啓発

（積み木 木箱入り） （積み木セット）

（贈呈式）

◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

担当者連絡先
（部署）農林振興課 （氏名）井本 純生
（電話番号）0895-42-1114

（メール）j-imoto@town.matsuno.lg.jp

①令和５年度譲与額：16,900千円 ②私有林人工林面積（※１）：3,665ha

③林野率（※１）：83.3％ ④人口（※２）：3,674人 ⑤林業就業者数（※２）：11人

□ 取組の効果

□ ⼯夫・留意した点
・町産材を使用することから、町内の森林が整備され、森林が有す
る公益的機能の維持増進を図り、健全な森づくりを目指す。
・売値にならない間伐材を森林内に放置するのではなく、木育の資
材として積み木への加工を行った。また、子どもが安心して遊べる
ように角等を取り安全面にも配慮した。

・令和５年度から事業を開始。令和５年10月に町内の
幼児を対象に贈呈式を開催。贈呈を受けた保護者から
は、「木の積み木は温かみがあり良い」、「子どもが
毎日遊んでいて笑顔も増えた」など大変好評であった。
今後も森林林業の大切さを伝えるとともに将来の担い
手として活躍することを期待する。

（積み木で遊ぶ様子）


